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九大 ･理 村山 徹,富永広貴,森 撃
カオスのア トラクターの構造は分岐点 において劇的に変化 し,特異な局所構造をもつよ
うになる｡そのような分岐点の局所構造は.軌道拡大率A.(Xo)のスペク トル4(A)によって
特徴づけられる. さらに, このよ うな分岐点近傍では.Aや(AA)- T一吋B(AA)のようなス
ケー リング則が成 り立つことが 1次元写像で確かめられてきたが,ここでは.微分方程式系




を表す｡式 (1)を致嘩積分 して外力の周期 i,･-(2才/u)i,(7'-0,1,2,-･)ごとに点をとる
と,軌道 X.･-tC(Li),0(i,･))が得 られる｡7-0･22,W-1･0を固定 し,nと Ii'を変化 させ
て,回転数p≡Iimnー ∞ie(in)- C(lo)‡/27rnを計算す ると,相図 (図 1)が得 られるo図 1
(b)の実線はサ ドル ･ノー ド分岐,破線はクライシスを表すO斜線の閉域では,回申云数 1/2
と回転数 2/3のア トラクターが共存 しており,図の矢印に沿 ってパラメタIi'を変化 させ る
と,K -Kc-0.307148,∩-ilc-0.1705898で.ア トラクター融合クライシスが起 こ
る｡図 2にクライシス前後のア トラクターが示 してある｡
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クライシス後 (K -0･3074tw-0･170664)の少(A),An(q),qn(q)が,図3に示 してあ
る｡ 図より,q-q, 空1･0およびq-qeだ0･5で,q'-相転移が起こっているのがわかる.





AQ(AA)≡4(^卜 fQ(A)+(ト 4)A^ ‡ (7)
(ただ し,AA≡A-A)と定義すれば,AQ(AA)は,スケ- .)ング肌
叫 (AA)=,~qB(AA) (8)
に従 うO図ji=は･,-54,69,100のときの¢(A)とB(A)が示 してある｡スケー リング指数
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